
朝倉氏5代目・朝倉義景の館跡はそ
の広さが約6400㎡あり、その繁栄
の規模を感じることができます。遺跡
のシンボルでもある唐門は、朝倉義景
を弔うために建てられた寺院「松雲院
（しょううんいん）」の山門で、江戸時
代中期に造られました

川湊「一乗の入江」の
船着場と考えられる
石敷遺構をそのまま
露出展示

　戦国大名・朝倉氏が築いた城下町全体の跡が良好に残り、
278haという広大な範囲が国の特別史跡として指定される日本最
大の中世都市遺跡「一乗谷朝倉氏遺跡」。
　この遺跡の価値や朝倉氏の歴史を楽しみながら学べる博物館
「福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館」が2022年10月に開館しま
した。
　一乗谷の栄華を物語る、五代当主・義景の居館を蘇らせた「朝倉
館原寸再現」。遺跡内の武家屋敷や寺院、町屋を1/30スケールで
再現し、人形たちの表情まで豊かに表現した「城下町ジオラマ」。川
湊「一乗の入江」の船着場と考えられる、石敷遺構をそのまま露出
展示する「遺構展示室」に加え、国指定重要文化財を含む数多くの
出土資料が、映像などと合わせ、わかりやすく展示されています。

【住所】福井県福井市安波賀中島町8-10
【お問い合わせ】0776-41-7700（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館）
【時間】9：00 ～17：00   【休日】月曜、年末年始
【駐車場】あり
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丸
岡
城
は
戦
国
時
代
真
っ
只
中
の
天

正
４
年（
１
５
７
６
）、
一
向
一
揆
に

備
え
る
た
め
に
、
織
田
信
長
の
命
に
従

い
柴
田
勝
家
が
甥
の
勝
豊
に
築
か
せ
た

城
で
す
。

　
丘
陵
の
上
に
建
つ
平
山
城
で
、
北
陸

で
唯
一
の
現
存
天
守
で
す
。
昭
和
23
年

（
１
９
４
８
）の
福
井
地
震
で
倒
壊
す

る
も
、
元
の
木
材
を
70
％
以
上
使
用

し
、
昭
和
30
年（
１
９
５
５
）に
復
元

し
ま
し
た
。
天
守
近
く
に
あ
る
石
碑
の

「
一
筆
啓
上
　
火
の
用
心
　
お
仙
泣
か

す
な
　
馬
肥
や
せ
」の
文
は
、
徳
川
家

康
の
家
臣
・
本
多
重
次
が
妻
に
宛
て
た

〝
日
本
一
短
い
手
紙
〞と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
霞
ケ
城
」の
別
名
の
と
お
り
、
春

に
は
周
囲
に
植
え
ら
れ
た
４
０
０
本
も

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
中
に
浮
か
ぶ
姿

が
、
ひ
と
き
わ
美
し
く
幻
想
的
で
す
。

屋
根
瓦
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
石
瓦

で
、
福
井
で
し
か
産
出
さ
れ
な
い
笏
谷

石（
し
ゃ
く
だ
に
い
し
）が
使
わ
れ
て

い
る
の
も
特
徴
で
す
。
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越
前
市
今
立
地
区
は
１
５
０
０
年
続

く
越
前
和
紙
の
産
地
。
こ
の
地
に
あ
る

岡
太
神
社
・
大
瀧
神
社
に
は〝
紙
の
神

様
〞が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
１
５
０
０
年
前
、
集
落
を
流

れ
る
川
の
上
流
か
ら
女
性
が
降
り
て
き

て
、
紙
漉
き
の
技
術
を
伝
え
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
女
性「
川
上
御
前
」を

祀
っ
て
い
る
の
が
こ
の
神
社
で
あ
り
、

山
頂
の
奥
の
院
、
山
の
ふ
も
と
の
里
宮

で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
神

社
名
を
併
記
し
て
い
る
の
は
、
両
神
社

の
本
殿
が
奥
の
院
に
並
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
。

　
里
宮
の
本
殿
は
、
江
戸
時
代
後
期
に

当
時
の
技
術
の
粋
を
集
め
て
再
建
さ
れ

た
も
の
。
荘
厳
さ
と
優
美
さ
を
兼
ね
備

え
た
全
国
で
も
類
を
見
な
い
姿
は
必
見

で
す
。
昭
和
59
年（
１
９
８
４
）に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

唯
一
無
二
の
社
殿
建
築
に
は

紙
の
神
様
が
祀
ら
れ
る
。
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敦
賀
市
街
北
部
に
位
置
す
る
金
崎

宮
の
奥
に
あ
る
金
ヶ
崎
城
址
は
、
織

田
信
長
が
窮
地
に
陥
っ
た
金
ヶ
崎
の

戦
い
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　
元
亀
元
年（
１
５
７
０
）、
越
前
を
支

配
し
て
い
た
朝
倉
氏
に
、
織
田
信
長
、

徳
川
家
康
、
木
下
藤
吉
郎（
豊
臣
秀
吉
）

ら
の
軍
が
攻
め
入
っ
た
と
こ
ろ
、
浅
井

長
政
の
裏
切
り
に
よ
り
織
田
軍
は
挟
み

討
ち
に
。
こ
の
と
き
、
信
長
の
妹
で
あ

り
浅
井
長
政
の
妻
で
あ
る
お
市
の
方
が
、

両
端
を
ひ
も
で
縛
っ
た
小
豆
の
袋
を

送
っ
た
こ
と
で
信
長
は
状
況
を
察
知
し
、

難
を
逃
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
ち
ら
に
は
難
関
突
破
の
ご

利
益
が
あ
る
と
、
合
格
祈
願
や
恋
愛
成

就
で
訪
れ
る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
場
所
で
男
女
が
花
を

交
換
す
る
と
結
ば
れ
る
と
い
う
言
い

伝
え
か
ら
、
４
月
の
桜
の
時
期
に
は

「
花
換
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
、
多
く
の

カ
ッ
プ
ル
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
高
さ
11
ｍ
の
大
鳥
居
は
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ「
日
本
三
大
木
造

鳥
居
」の
一
つ
と
称
さ
れ
ま
す
。
氣
比

神
宮
の
主
祭
神「
伊
奢
沙
別
命
」は
、
も

と
も
と
は
敦
賀
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て

い
た
土
着
神
で
あ
り
、『
古
事
記
』で
は

「
御
食
津
大
神
」、『
日
本
書
紀
』で
は

「
筍
飯
大
神
」と
称
さ
れ
、
現
在
で
は
氣

比
大
神
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
鎮
座
す

る
前
を
北
陸
道
が
通
り
、
敦
賀
が
古
来

有
数
の
港
で
あ
っ
た
た
め
、
海
陸
の
要

衝
を
守
る
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
元
禄
２
年（
１
６
８
９
）に
は
、
松
尾

芭
蕉
が
旅
の
途
中
で
夜
の
氣
比
神
宮
を

訪
れ
、
境
内
か
ら
月
を
望
ん
で「
月
清

し 

遊
行
の
持
て
る 

砂
の
上
」と
句
を
残

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
の

名
勝「
お
く
の
ほ
そ
道
の
風
景
地
」に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。 い 

ざ 

さ 

わ
け
の 
み
こ
と

け
い 

の 

お
お 

か
み
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江
戸
時
代
、
小
浜
藩
の
江
戸
屋
敷

は
東
京
神
楽
坂
周
辺（
東
京
都
新
宿

区
）に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
寛
永
５

年（
１
６
2
8
）に
、
酒
井
忠
勝
が
三

代
将
軍
の
徳
川
家
光
か
ら
こ
の
地
を

拝
領
し
、
後
に
小
浜
藩
の
下
屋
敷
と

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
神
楽
坂
通
り
は
、
酒
井
家
の
下
屋

敷
と
牛
込
御
門
を
結
ぶ
１
㎞
の
道
を
、

忠
勝
の
登
城
道
と
し
て
寛
永
年
間
に

整
備
し
た
も
の
で
す
。
現
在
、
神
楽

坂
を
登
り
き
っ
た
矢
来
公
園
に
は
、

「
小
浜
藩
邸
跡
」と
記
さ
れ
た
石
碑
が

立
っ
て
い
ま
す
。

　
寺
社
仏
閣
が
数
多
く
建
立
さ
れ
、

別
名〝
海
の
あ
る
奈
良
〞と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
信
仰
が
あ
つ
い
小
浜
。
街
を
見

渡
す
場
所
に
建
つ
常
高
寺
は
、
お
市

の
方
の
次
女
・
初
の
菩
提
寺
で
、
そ
の

初
の
発
願
で
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
慶
長
５
年（
１
６
０
０
）、
京
極
高

次
と
初
は
小
浜
に
入
っ
て
城
下
町
の

警
備
に
あ
た
り
、
小
浜
城
築
城
を
始

め
ま
す
。
し
か
し
、
完
成
を
見
ぬ
ま

ま
高
次
は
亡
く
な
り
ま
す
。

　
初
は
そ
の
後
江
戸
で
亡
く
な
り
ま

す
が
、
亡
骸
を
常
高
寺
に
葬
っ
て
欲

し
い
と
生
前
に
頼
ん
で
お
い
た
ほ
ど
、

小
浜
の
地
を
愛
し
て
い
ま
し
た
。
夫
・

京
極
高
次
と
の
思
い
出
が
強
く
残
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
明
治
以
降
、
寺
は
衰
退
に
向
か
い
ま

す
が
、
平
成
に
入
っ
て
再
建
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
山
門
と
山
門
へ
続

く
参
道
の
階
段
の
間
に
電
車
の
線
路
が

横
切
っ
て
い
る
と
い
う
、
珍
し
い
光
景

を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
小
浜
城
は
若
狭
国
を
拝
領
さ
れ
た
京

極
高
次
に
よ
り
着
工
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
地
に
は
後
瀬
山
城
と
い
う
山

城
が
あ
り
ま
し
た
が
、
利
便
性
の
悪
さ

か
ら
市
内
を
流
れ
る
北
川
と
南
川
の
中

州
に
、
慶
長
６
年（
１
６
０
１
）に
築

城
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
京
極
家
親
子
２
代
に
わ
た
っ
て
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
寛
永

11
年（
１
６
3
4
）、
京
極
家
は
完
成

を
見
る
こ
と
な
く
松
江
に
転
封
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
洒

井
忠
勝
が
入
城
し
、
築
城
と
整
備
が

引
き
継
が
れ
ま
す
。
そ
し
て
寛
永
13

年（
１
６
3
6
）、
つ
い
に
小
浜
城
天

守
閣
が
完
成
し
ま
す
。
着
工
か
ら
実

に
40
年
あ
ま
り
の
歳
月
を
か
け
た
大

工
事
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
に
入
り
、
失
火
に

よ
っ
て
城
の
大
部
分
を
焼
失
し
て
し

ま
い
ま
す
。
現
在
は
酒
井
忠
勝
公
を

祀
る
小
浜
神
社
が
本
丸
跡
に
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

全国でも屈指の水城
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